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　平成18年度の一般会計、特別会計の当初予算が笛吹市議会3月定例会で可決されました。
　一般会計の当初予算は、255億100万円で、前年度に比べると8億2100万円（3.12%）の減少と
なりました。
　また、特別会計の合計予算額は、224億5400万円で、前年度に比べると4億3500万円（1.97%）
の増加となっています。

国民健康保険

会計名 本年度予算額 前年度比較
増減額

増減率
（%）

老 人 保 健

介 護 保 険

介護サービス

公 共 下 水 道

簡 易 水 道

温 泉 事 業

財産区特別会計

計

7,474,741

6,089,478

3,700,316

41,771

3,971,123

1,071,951

64,113

39,919

22,453,412

74,303

277,986

234,698

41,771

22,787

△218,134

△253

1,120

434,278

1.00

4.78

6.77

－
0.58

△16.91

△0.39

2.89

1.97

特
　
別
　
会
　
計

（単位:千円）

特別会計予算

【
活
力
と
交
流
の
都
市
基
盤
づ
く
り
】

●
道
路
新
設
改
良
事
業（
６
億
１
８
９
０
万
円
）

　
石
和
17
号
線
改
良
ほ
か
全
10
路
線
を
計
画

●
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業（
３
億
６
５
５
５
万
円
）

　
新
巻
塩
田
金
沢
線
改
良
ほ
か
全
６
路
線
を
計
画

●
道
路
維
持
管
理
事
業（
３
億
１
２
３
６
万
円
）

　
市
民
生
活
道
路
の
維
持
・
管
理
費

●
石
和
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業（
２
億
８
５
９
９
万
円
）

石
和
温
泉
駅
南
側
の
都
市
計
画
道
路
、区
画
道
路
、公
園

等
の
整
備

【
活
力
と
交
流
の
産
業
づ
く
り
】

●
県
営
事
業
負
担
金（
５
億
６
１
３
０
万
円
）

樹
園
地
内
農
道
・
水
路
等
の
改
修
・
整
備
事
業
の
費
用
負
担
金

●
土
地
改
良
事
業（
２
億
５
９
５
７
万
円
）

土
地
改
良
事
業
及
び
各
種
土
地
改
良
事
業
を
行
う

●
笛
吹
川
沿
岸
土
地
改
良
事
業（
２
億
１
１
７
８
万
円
）

笛
吹
川
沿
岸
畑
か
ん
施
設
の
維
持
管
理
負
担
・
建
設
事

業
費
負
担

●
市
単
土
地
改
良
事
業（
１
億
７
２
５
１
万
円
）

行
政
区
か
ら
の
要
望
・
政
策
的
に
整
備
の
必
要
な
箇
所

を
精
査
し
農
業
基
盤
を
整
備

●
観
光
施
設
整
備
事
業（
１
億
２
６
０
０
万
円
）

観
光
施
設
の
新
設
改
良
等
の
整
備
を
行
い
観
光
事
業
の

振
興
を
図
る

【
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
】

●
ご
み
処
理
事
業（
４
億
２
７
６
万
円
）

生
活
系
の
ご
み（
可
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
・
有
害
ご
み
等
）

の
処
理
委
託
料

●
ご
み
収
集
事
業（
１
億
７
０
５
０
万
円
）

生
活
系
の
ご
み（
可
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
・
有
害
ご
み
等
）

の
収
集
委
託
料

●
資
源
物
回
収
事
業（
４
２
６
２
万
円
）

資
源
物
回
収
事
業（
紙
類
・
缶
類
・
ビ
ン
類
・
衣
類
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
等
）

●
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
・
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
事
業

（
２
８
８
８
万
円
）

可
燃
ご
み
の
中
か
ら
組
成
割
合
の
高
い
紙
類
・
プ
ラ
類

を
分
別
回
収
し
処
理
費
の
軽
減
に
取
り
組
む

【
快
適
で
安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り
】

●
保
育
事
業（
11
億
７
４
３
１
万
円
）

家
庭
に
お
い
て
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
を
保

護
者
に
か
わ
っ
て
保
育

●
生
活
保
護
事
業（
８
億
６
８
６
５
万
円
）

生
活
困
窮
者
の
程
度
に
応
じ
て
必
要
な
保
護
を
行
う

●
児
童
手
当
支
給
事
業（
３
億
９
３
７
５
万
円
）

小
学
校
３
年
生
以
下
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

に
手
当
て
を
支
給
す
る

●
児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業（
２
億
３
５
６
２
万
円
）

18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
に
手
当

て
を
支
給
す
る

●
各
種
健
康
診
査
事
業（
２
億
２
０
４
万
円
）

基
本
健
康
診
査
な
ど
各
種
健
康
診
査
や
人
間
ド
ッ
ク
結

果
説
明
会
な
ど
を
実
施

【
個
性
輝
く
自
立
し
た
人
づ
く
り
】

●
史
跡
甲
斐
国
分
寺
跡
整
備
事
業（
２
億
１
４
３
２
万
円
）

国
指
定
史
跡
甲
斐
国
分
寺
跡
・
甲
斐
国
分
寺
尼
寺
跡
の

保
存
整
備

●
図
書
館
管
理
運
営
事
業（
５
９
０
１
万
円
）

市
内
６
カ
所
の
図
書
館
の
特
色
を
活
か
し
た
様
々
な
事
業
を
展
開

●
中
学
校
改
修
事
業（
５
７
０
３
万
円
）

石
和
・
一
宮
・
浅
川
中
学
校
の
改
修
工
事
等

●
要
保
護
及
準
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
事
業（
４
８
１
９
万
円
）

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
小
中
学
生
児
童
・
生
徒
保
護
者

へ
の
学
用
品
費
と
給
食
費
の
支
給

【
個
性
輝
く
自
立
し
た
自
治
づ
く
り
】

●
笛
吹
市
・
芦
川
村
合
併
準
備
事
業（
１
億
８
０
０
万
円
）

笛
吹
市
と
芦
川
村
の
合
併
準
備
に
関
す
る
経
費

●
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
事
業（
３
６
０
４
万
円
）

ウ
ィ
ル
ス
対
策
、情
報
漏
え
い
防
止
等
に
代
表
さ
れ
る

電
算
関
連
の
安
全
対
策
事
業

●
情
報
化
推
進
事
業（
３
５
２
２
万
円
）

電
子
自
治
体
推
進
事
業
及
び
笛
吹
市
情
報
化
計
画
の
策

定
事
業

●
広
報
発
行
事
業（
２
４
６
５
万
円
）

「
広
報
ふ
え
ふ
き
」を
月
１
回
発
行
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◎問合せ先

◎問合せ先

改正前　所得金額≦３５０，０００円×家族数＋加算額３５０，０００円
改正後　所得金額≦３５０，０００円×家族数＋加算額３２０，０００円

改正前　所得金額≦２８０，０００円×家族数＋加算額１７６，０００円
改正後　所得金額≦２８０，０００円×家族数＋加算額１６８，０００円

平成１８年度分から、次のとおり市県民税が改正されました。
■生計同一の妻の均等割非課税措置の廃止
　　均等割の納税義務を有する夫と生計を同じくする妻の均等割の非課税措置が廃止されました。
■老年者控除の廃止
　　６５歳以上で前年の合計所得が１，０００万円以下の人に対する老年者控除が廃止されました。
■老年者非課税措置の廃止
　６５歳以上で前年の合計所得が１２５万円以下の人に対する非課税措置が廃止されました。
ただし、平成１７年１月１日現在６５歳以上で前年の合計所得が１２５万円以下の人の税額(均等割及び所得割)
は、平成１８年度分は３分の２、平成１９年度分は３分の１減額され、平成２０年度分から全額課税されます。

■公的年金等控除の変更
　　６５歳以上の人の公的年金等に係る所得金額の計算方法が次のように改正されました。

■定率減税の見直し
　定率による税額控除の額が、所得割額の１５％相当額（限度額４万円）が７．５％(限度額２万円)相当額に縮
減されました。

■所得割及び均等割の非課税限度額の引き下げ
　所得割及び均等割の非課税限度額が次のとおり引き下げられました。
　所得割の非課税限度額

　均等割の非課税限度額

　※家族数（本人、控除対象配偶者及び扶養親族の合計数）
　　加算額は、控除対象配偶者又は扶養親族を有する場合のみ加算されます。

１２０万円まで ０円
１２０万円超３３０万円未満 年金収入－１，２００，０００円
３３０万円以上４１０万円未満 年金収入×０．７５－３７５，０００円
４１０万円以上７７０万円未満 年金収入×０．８５－７８５，０００円
７７０万円以上 年金収入×０．９５－１，５５５，０００円

　市県民税第１期の納期限〔６月３０日（金）〕及び全期前納の納期限は、６月１５日（木）です。
　納税は、最寄りの金融機関、本庁及び各支所の窓口で。
※ 納税に便利な口座振替をおすすめします。

(預金通帳、通帳印を持参して、金融機関で手続きを！申込み用紙は、各金融機関・収税課及び各支所にあります。)

本年４月から「収税課」が
新設されました。
“納税は国民の義務です”
この社会あなたの税が生き
ている！

○その他の税の納期は別紙のとおりです。

４月 国民健康保険税 １
５月 軽自動車税 全

６月
 市県民税 1

 国民健康保険税 ２
７月 固定資産税 1

８月
 市県民税 ２

 国民健康保険税 ３
９月 固定資産税 ２

月 税の種類 期

10月
 市県民税 ３

 国民健康保険税 ４
11月 固定資産税 ３
12月 国民健康保険税 ５
１月 市県民税 ４

２月
 固定資産税 ４

 国民健康保険税 ６

月 税の種類 期

〈平成１８年度納税カレンダー〉

●総務部　収税課　
０５５－２６２－４１１１
　　　　　　（内線141～145）

※６５歳未満の人は
　従来どおりです。

収入金額 雑所得金額

標準小作料はあくまで参考とすべき金額であるため、該当する農地の立地条件、栽培品種、収穫量等
を勘案し、貸人・借人の協議により決定してください。
それぞれの地区における地域区分については、該当する農地が所在する地域の状況で判断してください。
上記表中の樹園地の欄における「ぶどう・桃のAとBの区分」については、品種、樹齢、収穫量等に応
じて適用する区分を判断してください。「その他果樹」は成園の標準小作料額です。
この標準小作料額は、露地栽培を基本としています。

　農地に家や倉庫を建てたり、駐車場や資材置場として利用したりする場合は、農地法
に基づく許可を受けなければなりません。
（一時的に農地以外として使用する場合や、長期にわたる客土等を行う場合も一時転用の許可が必要となります。）

●まず、農用地区域から除外されていることを確認しましょう。
該当農地が、農業振興地域における農用地区域にある場合は転用できません。

●違反転用者には法律により罰則が適用されます。
許可を受けないで無断で農地を転用した場合には、農地法に違反することとなり、工事の
中止や原状回復等の命令や法に基づく罰則が適用されることもありますのでご注意ください。

●適正な農地管理をお願いします。

●農地等に関する証明につきましては本庁農業委員会へお問い合わせ、提出をお願いします。

農地の遊休化は、雑草の繁茂、病害虫の発生など周囲の環境へ悪影響をおよぼします。
定期的な除草や病害虫防止の消毒の実施など、適正な農地管理を行ってください。

●農業委員会　０５５－２６２－４１１１（内線２３６）

　農地の賃貸借による耕作に関して、その基準となる小作料（標準小作料）が下記のと
おり策定されました。
　標準小作料は、これまで旧町村ごとの標準小作料を使用していましたが、すでに策定
から期間が経過していたことや、旧町村ごとの小作料額であったため、市内の同程度の

区域において標準小作料の額に差が生じていたことから、統一した標準小作料の策定が行われたものです。
　標準小作料はあくまで標準となる額です。小作料は、実際に貸借する農地の条件、収穫量等に応じて、
貸人・借人の協議により決定してください。   

笛吹市標準小作料

平坦地域 15,000 25,000 55,000 25,000 65,000 30,000 40,000

傾斜地域 設定なし 18,000 45,000 20,000 50,000 25,000 30,000

平坦地域 15,000 25,000 50,000 20,000 55,000 25,000 35,000

傾斜地域 11,000 18,000 40,000 15,000 40,000 15,000 25,000

山間地域 7,000 10,000 20,000 10,000 20,000 10,000 15,000

地域区分

田 畑 樹　園　地

水　稲 普通畑 ぶどう 桃 その他果樹A B A B

石　　　和
春日居地区

御坂・一宮
八代・境川
地　　　区

地　　　区
作物区分

（10アールあたり　単位：円）

※①

※②
※③

※④

平成１８年４月１日から適用
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　農作業労働の標準賃金について、４月２７日笛吹市農業労働力対策協議会において、市の実情
等を考慮の上、次のとおり決定しましたので、雇主並びに農業従事者共にご参考くださいますよ
うお願いします。 

笛吹市農業労働力対策協議会

◎問合せ先

市内御坂町、石和町（富士見地区）に在住の方募 集 要 件
各地区　３名募 集 人 員
平成１８年６月１５日（木）締切募 集 期 限

郵便、FAXまたは直接下記窓口に、ご応募ください。応 募 方 法

応募者多数の場合はご意見等を参考に選考させていただきます。そ の 他

笛吹市役所保健福祉部児童課窓口、支所の窓口にあります応募用紙又は、笛吹市ホーム
ページから応募用紙をダウンロードして必要事項を明記の上、下記に提出してください。
（URL／http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp/）

応 募 用 紙

〒406-0031　笛吹市石和町市部８００番地
笛吹市役所  保健福祉部  児童課  児童家庭担当  あて　　FAX ０５５－２６２－１２７２応 募 先

平成１８年４月２７日決定

●産業経済部　農政課　０５５－２６２－４１１１（内線２３１・２３２）

　農薬散布を行う皆さん、農薬は正しく使用しましょう。
　また、農薬を扱う方の安全はもちろんのこと、周辺の住環境に対してもご配慮をお願いします。
●散布する際は、事前に隣接する住宅等に連絡してください。
●建物や他の作物の近くは手散布するなど、飛散防止対策を行ってください。
●農薬の残液を河川に流さないでください。

　非農家の皆さん、農家でも農薬の使用を抑える努力をしていますが、農作物の生産には農薬の散布
は必要です。
　生活様式の異なるそれぞれの立場で、ご理解ご協力をお願いします。

賄いなし
機械燃料：請負者負担

13,000
7,000
9,000
9,000
9,000

備　　　　　　考

果　　　　樹

剪　　　　定

誘引　つる伏
摘粒　摘果
袋　　　　掛
ジベ処理
収　　　　穫
その他

一般農作業

病害虫防除
畑耕うん　中耕

除          草

6月～９月

一　　　　般

共選出荷作業

直   売   所　関　係

水　　　　田

耕起代かき
代かき
機械田植え
稲刈り
脱　　　　穀

一           日
時           給

時           給

10,000
1,250

900

労働時間：一日8時間
午前8時～午後6時
賄いなし
休憩：午前午後　各３０分

時    給
一般
大・高校生

900
850

7,000
10,000

6,000
20,000

１０a　１回
１０a　１回
一般農地１０a
荒廃農地１０a

薬剤：依頼者負担
機械燃料：請負者負担

棚、資材、樹木処理別途協議
特殊性があるため各共選場で決めてください

時　給
一般男女
大学生
高校生

賄いなし
800
750
700

１０a
１０a
１０a
１０a
１０a

農作業の種類 区            分 単価（円）

　6月にひとり親家庭医療費受給者証の更新をします。
　現在受給されている方には通知をしますので、更新手続きをしてください。
　また、以前却下されている方も、平成１７年中の所得状況等により受けられることもありますので、新規に申請をし
てください。

　①更新時期が６月から８月になりました。
　　受給期間は９月１日から次の年の８月３１日までとなります。
　②審査基準が変わりました。
　　今までの審査基準はひとり親自身の所得税についてだけでしたが、一緒に住んでいるご家族（父母、
　兄弟姉妹等）の所得状況も審査に加わります。
　③医療費請求期間が２年間に延びました。
　　１８年４月診療分より医療費の請求期間が診療月から２年以内に変更されました。ただし、１８
　年３月までの診療にかかる請求は今までどおり６カ月以内となりますのでご注意ください。
　④領収書の添付でも医療費請求ができるようになりました。
　　１８年４月診療分から乳幼児医療費と同じように、保険点数等の記載のある領収書の添付でも医
　療費の請求ができるようになりました。（ただし、点数等の記載のない領収書では受付けできません。
　その場合は今までどおり医療機関からの証明を受けてください。）

●ひとり親家庭医療費助成制度とは●
　保険診療にかかる医療費の保険適用内の自己負担分を助成することにより、ひとり親家庭における生活の安定と健
康の増進を図ることを目的とした制度です。
《助成対象》　・ひとり親家庭の親と子　　親……ひとり親である父、母、養育者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子……１８歳に達した日の属する年度末までの子
《受給要件》　・所得税非課税であること　　・同居している家族の所得制限あり

　＊現在、受給されている方の期限は６月３０日までとなっておりますので、８月３１日までの審査と、９月１日以降
　　の審査が両方必要となり、今回更新手続きを２種類とってもらうこととなります。ご了承ください。

　　　・・・詳しくは更新の通知においてお知らせいたします。・・・

　笛吹市では、平成18年度以降、御坂地区及び石和町富士見地区に施設建設を検討することに伴い、児童館建設検討委
員を公募します。
　児童館は、学童保育の充実や、健全な幼児、児童の育成を目的とした子育て家庭支援施設です。小学生の放課後学童
保育の受入れ、幼児をお連れのお母さん方や18歳未満の児童・学生の集いの場として機能することを目的に整備します。
　児童館建設検討委員会は、各機関の代表者とともに、よりよい児童館の建設について検討していただく組織です。
　児童館や建物の建築について専門的な知識は必要ありませんので、笛吹市の児童福祉に興味のある方のご応募をお待
ちしております。

その他作業

◎問合せ先 ●  保健福祉部　児童課　児童家庭担当　０５５－２６１－１９０４
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◎問合せ先 ◎問合せ先

児童手当が次のように改正されました。
対象年齢の拡大 所得制限の緩和
〈改正前〉小学校３年生まで
（９歳到達後最初の年度末まで）

（金額は所得額：収入額ではありません。）

０人 ３０１.０ ４６０.０ ４６０.０ ５３２.０
１人 ３３９.０ ４９８.０ ４９８.０ ５７０.０
２人 ３７７.０ ５３６.０ ５３６.０ ６０８.０
３人 ４１５.０ ５７４.０ ５７４.０ ６４６.０
４人 ４５３.０ ６１２.０ ６１２.０ ６８４.０
５人 ４９１.０ ６５０.０ ６５０.０ ７２２.０

扶養親族
等の数

改正前 改正後
国民年金
加入の方

厚生年金
加入の方

国民年金
加入の方

厚生年金
加入の方

（単位：万円）

◆手続方法について
・平成18年９月29日までに申請された場合、
　平成18年４月までを上限としてさかのぼ
　って支給されます。（９月以前に支給要件にあてはまっていた月分に限ります。）
・平成18年度所得額が改正後の制限内であっても、平成17年度所得額が改正後の所得制限を超過する方につい
　ては、申請された月の翌月からの支給となりますので、お早めに申請してください。
・申請場所は児童課、各支所健康福祉課となります。
【注  意!!】
・申請しないと支給されません。該当する方は必ず申請してください。
・今まで所得制限により受給していない方や、平成17年度現況届審査の結果却下となった方も申請が必要となります。
・平成18年10月以降に申請された場合、さかのぼって支給はされません。（その場合は、翌月分からの支給となります。）

〈改正後〉小学校６年生まで
（１２歳到達後最初の年度末まで）

現況届についてのお知らせ
　現在、児童手当を受給されている方には6月上旬に『現況届』を発送しています。
　この届は児童手当を引き続き受けられるかを決める大切な手続きです。提出がないと6月以降の児童手当が
受けられませんのでご注意ください。
　以前に所得制限で却下された方も、年度の更新で所得や扶養の状況が変わること等により、受給できるこ
ともありますので、新規に申請をしてください。

◆法改正後の児童手当申請方法については、
　次のようになります。参考にしてください。 ～法改正後の児童手当申請方法～

現在、児童手当を受けている
（平成１８年度の現況届が届いている。）

現在、児童手当を受けていない

●児童手当とは●
　児童を養育している方に手当を支給することにより、家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代の
社会を担う児童の健全な育成及び資質の向上に資することを目的としています。
　　支給額（月額）……第1子・第2子　　5,000円　　　　　第3子以降　　10,000円
　　支給時期……………毎年2月・6月・10月にそれぞれの前月分（4カ月分）までを支給

小学校４年生の
お子さんがいる

小学校５・６年生の
お子さんがいる

小学校６年生までのお子さんがいる

『現況届』以外の届出の
必要はありません。

『認定請求書』の届出が必要

『現況届』と『額改定請求書』の
届出が必要

〈注意!!〉『現況届』のみ提出
されている方は、『額改定請
求書』の提出を必ずしてくだ
さい。

現況届に必要となる書類
●受給されている方が平成１８年１月２日以降に笛吹市に 
　転入している場合
　　　　→　平成１８年度所得証明書
●厚生年金加入者は年金加入証明書
（あるいは、受給している方の保険証）

必要となる書類
●受給される方が平成１７年１月２日以降に笛吹市に
　転入している場合
　　　　→　平成１７年度所得証明書と
　　　　　　平成１８年度所得証明書
●受給される方が平成１８年１月２日以降に笛吹市に
　転入している場合
　　　　→　平成１８年度所得証明書
●厚生年金加入者は年金加入証明書
（あるいは、受給する方の保険証と年金手帳）
＊平成１８年４月１日から申請時までの間に退職等に
　より状況が変わった場合は、申出していただく必要
　があります。

＊添付書類等は、状況により他に必要になる場合もあります。詳しくは児童課までお問い合わせください。

　平成１８年７月診療分から、乳幼児医療費及びひとり親家庭医療費にかかる入院時食事療養費の自己負担分に
つきましては、助成の対象外となりますので、ご了承ください。

　市では、母子家庭の福祉を向上させるため、笛吹市母子相談員として２４名を委嘱しました。
　母子相談員とは、母子家庭・寡婦・父子家庭を対象に身上相談に応じ、自立に必要な指導をしている方々です。
悩んでいる事、困っている事などありましたら、お気軽に声を掛けてください。お住まいの地区によって担当の
相談員がいます。連絡先等を知りたい方は、児童課児童家庭担当までお尋ねください。

　乳幼児医療費制度の医療費の請求方法等が平成18年4月診療分から変わりました。
　保険診療等を受け、医療機関に自己負担金の支払いを行い、医療機関ごとに1カ月単位で領収書をまとめ、『乳
幼児医療費助成金請求書』に添付し、診療を受けた翌月以降に市役所へ提出してください。

　国民健康保険に加入の乳幼児については、平成１８年４月診療分から市内医療機関の診療については窓口無料
化となりました。該当する方には『乳幼児医療費助成金受給資格者証』をお送りいたします。市内の医療機関に
おいて受診する場合には、『国民健康保険証』と『乳幼児医療費助成金受給資格者証』を提示してください。

●乳幼児医療費助成制度とは●　
　乳幼児の保険診療にかかる医療費の一部を助成することにより、乳幼児保健の向上と児童福祉の増進を図る
ことを目的とした制度です。

◆助成対象　　　　通院・・・5歳の誕生月の末日まで（毎月1日生まれの方は前月の末日まで）
　　　　　　　　　入院・・・6歳到達後の最初の年度末まで
◆請求期間　　　　診療を受けた月から2年以内
◆振込予定日　　　市役所へ請求書を提出した翌月の月末
　　　　　　　　　ただし、高額療養費・附加給付等確認のため、予定より遅れる場合があります
◆請求書の提出先　保健福祉部児童課（石和町保健福祉センター内）または、各支所の健康福祉課

◇保険点数等の記載がある領収書の添付による請求もできるようになります。（ただし、今までどおり1カ月
　単位での請求となります。）

～領収書についての注意～
保険点数等が記載されていない領収書の添付は受付けできません。その場合は、今までどおりに医療機関から
の証明を『乳幼児医療費助成金請求書』に受けた後、提出してください。

相談員氏名 担　 当 　地 　区 相談員氏名 担　 当 　地 　区
杉村　春乃
寶　みちる
深澤ふみ江
小幡　淳子
上野　春美
赤池と志子
飯室　政子
飯田　咲子
土橋　茂子
小澤壽美子
岩間　清子

古屋　保子

石和町　川中島
石和町　八田
石和町　市部（東町　仲町　西町）
石和町　窪中島　日の出
石和町　広瀬　四日市場
石和町　上平井　下平井　中川
石和町　駅前　山岸
石和町　山崎　松本
石和町　東高橋　河内　唐柏　今井
石和町　小石和  向田  砂原  井戸  東油川  恵比寿
御坂町　国　　成田　二之宮

御坂町　上井之上　下井之上　夏目原　　　　金川原　八千蔵

御坂町 黒駒地区
御坂町　花鳥地区  下野原  栗合  尾山  蕎麦塚

一宮町 市之蔵　新巻　塩田　神沢　東新居　
　　　　狐新居  土塚  石  地蔵堂  千米寺  金沢
一宮町　田中  下矢作  小城  北都塚  本都塚  金田
一宮町 坪井　竹原田　東原　国分　末木 
一宮町 一ノ宮  中尾  南野呂  北野呂  上矢作 
八代町 北　高家　岡　竹居　奈良原 
八代町 南　米倉　永井　増田 
境川町 全地区 
春日居町 桑戸地区　立川地区　鎮目 
春日居町 宮川地区 
春日居町 国府地区　鎮目

根津　良子
矢崎　　緑

雨宮美枝子

河島　千秋
鎮目　和美
小澤眞由美
小沢　豊子
内藤　壽子
原　　春江
田中ちおり
生原　洋子
武井恵美子

笛
吹
市
母
子
相
談
員
（
敬
称
略
）

●保健福祉部　児童課　児童家庭担当　０５５－２６１－１９０４ ●保健福祉部　児童課　児童家庭担当　０５５－２６１－１９０４
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笛吹市八代図書館

笛吹市境川図書室

笛吹市春日居ふるさと図書館

笛吹市石和図書館

笛吹市御坂図書館

笛吹市一宮図書館

笛吹市八代図書館

笛吹市境川図書室

笛吹市春日居ふるさと図書館

■

■

■

■

■

■

055－262－5959

055－263－0363

0553－47－5220

055－265－4011

055－266－2014

0553－26－2283

笛吹市石和図書館
笛吹市御坂図書館
笛吹市一宮図書館
笛吹市八代図書館
笛吹市境川図書室
笛吹市春日居ふるさと図書館

＊
＊
＊
＊
＊
＊

：
：
：
：
：
：

5日（月）・12日（月）・19日（月）・26日（月）
7日（水）・14日（水）・21日（水）・26日（月）～30日（金）
5日（月）・12日（月）・19日（月）・26日（月）・30日（金）
5日（月）・12日（月）・19日（月）・26日（月）・30日（金）
4日（日）・11日（日）・18日（日）・25日（日）
5日（月）・12日（月）・19日（月）・26日（月）・30日（金）

6 月 の
図書館
休館日

※おはなし会などくわしくは各図書館のチラシをご覧ください。

※図書館のおはなし会は、子どもたちだけでなく、
敬老会・公民館・まつり・老人ホーム・デイサービ
ス施設・病院等に出向き、年配者の方々にもサー
ビスをさせていただいています。ご要望があれ
ば随時出前おはなし会を行っていますので、下
記にお問合せください

※個人的に朗読サービスをお受けになりたい方は、
ご相談ください。

■問合せ先　石和図書館　055-262-5959（担当 雨宮）

笛吹市石和図書館

●6月8日（木）・22日（木）　午前11時～11時30分
おはなし会タンタン（毎月第2・4木曜日）

●6月10日（土）　午後1時30分から
バムケロおはなし会

●6月3日（土）　午後2時から
　（毎週土曜日、随時おはなし会を予定しています）

おはなし会さかいがわ

●6月13日（火）・27日（火）　午前10時30分から
おはなしのへやもも（乳幼児向け）

●6月24日（土）　午前10時30分から
おはなしのへや さくらんぼ

●6月10日（土）　午前10時30分から
おりがみを楽しもう!

●6月17日（土）　午前10時30分から
ぱぱとぐらんぱのおはなし会

●6月3日（土）・10日（土）・17日（土）・24日（土）
　午前の部　11時～11時30分　午後の部　2時～2時30分
　毎週土曜日2回開催

耳をすませばえほん隊

●6月1日（木）・15日（木）・29日（木）午前10時30分から
家族で始めようブックスタート（毎月第1・3木曜日）

笛吹市御坂図書館

●6月13日（火）・20日（火）（第2・3火曜日）
　午前11時～11時30分
（この日以外にも要望があれば本の読み聞かせ
をします）

おはなし会ぴょんぴょん

笛吹市一宮図書館

●6月7日（水）
（あんよ）午前10時15分～10時45分（1歳6カ月児～3歳児）
（だっこ）午前11時～11時30分（0歳児～1歳5カ月児）

おはなしのゆりかご

●6月18日（日）　午後1時30分から
おはなしのぶらんこ

●6月10日（土）　午後2時から
　定員:15人 申込締切:6月7日（水） 申込先:一宮図書館

チャレンジ教室

ミニミニおはなし会
●6月4日（日）・11日（日）・25日（日）　午後2時から

●6月3日（土）　午後2時から
楽蔵（映画会・お話・工作）
らく ぞう
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ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
平
成
18
年
６
月
20
日（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
…
…
笛
吹
市
商
工
会
本
所

■
問
合
せ
先

　
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
５
５
―
２
５
２
―
１
４
３
１

　
甲
府
地
方
法
務
局
で
は
、人
権
問
題

に
つ
き
住
民
の
皆
様
の
相
談
に
応
じ
る

と
と
も
に
、人
権
侵
犯
事
件
の
被
害
者

の
救
済
を
は
か
り
、併
せ
て
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
、人
権
擁
護
制
度
の

普
及
を
図
る
た
め
、「
特
設
人
権
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

■
日
時
…
平
成
18
年
６
月
１
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
…
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
会
議
室

　
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
。

外
出
先
で
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
春
日
居
町
の
子
育
て
サ
ー

ク
ル「
子
は
か
す
が
い
」で
は
、乳
幼
児

を
持
つ
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、

救
急
蘇
生
法
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
急
な
事
故
や
け
が
に
備
え
て
救
急
蘇

生
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
…
平
成
18
年
６
月
22
日（
木
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
12
時

■
場
所

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者

笛
吹
市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
持
つ

保
護
者

■
申
込
期
間

　
平
成
18
年
６
月
５
日（
月
）〜

　
平
成
18
年
６
月
16
日（
金
）

※
定
員
15
人
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
当
日
は
講
習
会
中
の
保
育
も
行
い
ま

す
の
で
、希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
時

に
あ
わ
せ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

春
日
居
支
所
健
康
福
祉
課

子
育
て
サ
ー
ク
ル「
子
は
か
す
が
い
」

事
務
局☎

０
５
５
３
―
２
６
―
３
１
１
１

【
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
編
）開
催
】

　
手
話
を
学
び
、聴
覚
障
害
者
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
情
報
支
援
を
し
て
み

た
い
方
を
対
象
に
、平
成
18
年
度
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
編
）を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

平
成
18
年
７
月
７
日（
金
）〜
平
成
18
年

11
月
24
日（
金
）ま
で
の
毎
週
金
曜
日（
全

20
回
）午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

■
場
所
…
春
日
居
福
祉
会
館

■
対
象
者

市
内
在
住
者
で
手
話
を
学
ん
で
み
た

い
方（
20
人
限
定
）

【
朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座
開
催
】

　
朗
読
を
学
び
、視
覚
障
害
者
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
情
報
支
援
を
し
て
み

た
い
方
を
対
象
に
、平
成
18
年
度
朗
読

奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

平
成
18
年
７
月
７
日（
金
）〜
平
成
18
年

９
月
22
日（
金
）ま
で
の
毎
週
金
曜
日（
全

12
回
）午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

■
場
所

　
春
日
居
福
祉
会
館

■
対
象
者

市
内
在
住
者
で
朗
読
を
学
ん
で
み
た

い
方（
20
人
限
定
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
春
日
居
支
所（
担
当
　
坂
本
）

☎
０
５
５
３
―
２
６
―
３
６
６
７

　
山
梨
県
で
は
、身
体
障
害
者
の
自
動

車
運
転
免
許
取
得
費
を
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
受
け
、適

正
試
験
に
合
格
し
免
許
取
得
し
よ
う

と
す
る
次
の
事
項
に
該
当
す
る
方

○
県
内
に
居
住
し
て
い
る
方

○
障
害
程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級
の
方

（
た
だ
し
、体
幹
機
能
障
害
に
あ
っ
て

は
３
級
以
上
、下
肢
機
能
障
害
者
に

あ
っ
て
は
４
級
以
上
）

○
免
許
セ
ン
タ
ー
で
の
適
性
試
験
に
合

格
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

■
手
続
方
法

市
福
祉
総
務
課（
障
害
福
祉
担
当
）窓

口
に
関
係
書
類
が
あ
り
ま
す
。必
ず
免

許
取
得
前
に
ご
自
身
も
し
く
は
ご
家

族
等
で
、関
係
書
類
を
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。（
取
得
後
の
申
請
は
不
可
）

■
問
合
せ
先

　
山
梨
市
下
井
尻
１
２
６
―
１

　
東
山
梨
合
同
庁
舎

　
山
梨
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
５
５
３
―
２
０
―
２
７
５
０

【
ミ
ニ
盆
栽
〜
小
さ
な
小
さ
な
森
づ
く
り
〜
】

■
日
時

　
平
成
18
年
６
月
11
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

■
場
所

　
甲
斐
の
国
　
大
和
自
然
学
校

■
対
象
…
一
般
・
親
子（
定
員
30
人
）

■
参
加
料

　
大
　
人
　
２
０
０
０
円

　
子
ど
も
　
１
０
０
０
円

【
天
然
酵
母
パ
ン
と
手
作
り
ジ
ャ
ム
】

■
日
時

　
平
成
18
年
６
月
25
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

■
場
所

　
甲
斐
の
国
　
大
和
自
然
学
校

■
対
象
…
一
般
・
親
子（
定
員
30
人
）

■
参
加
料

　
１
人
　
２
０
０
０
円

【
藍
染
め
教
室
】

■
日
時

　
平
成
18
年
７
月
２
日（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
12
時

■
場
所

　
甲
斐
の
国
　
大
和
自
然
学
校

■
対
象

　
一
般（
定
員
30
人
）

■
参
加
料

　
１
人
　
２
０
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
甲
州
市
大
和
町
田
野
１
１
６

　
甲
斐
の
国
　
大
和
自
然
学
校

☎
０
１
２
０
―
５
８
０
―
１
３
９

（
火
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分
）

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
地
球
環
境
保
護・

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、古
い
電
話

帳
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。新
し
い
電
話
帳
を
各
ご
家

庭
に
６
月
中
に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

そ
の
際
古
い
電
話
帳
を
配
達
員
へ
お
渡

し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
―
５
０
６
―
３
０
９

■
資
格
要
件

保
健
師
・
介
護
支
援
専
門
員
・
社
会
福

祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
て

い
る
こ
と

■
業
務
期
間

　
平
成
18
年
７
月
３
日
〜

　
平
成
19
年
３
月
31
日

■
業
務
内
容

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
相
談
業
務
・
予
防
給
付
業
務
等

■
募
集
人
員
…
…
若
干
名

■
募
集
期
間

　
平
成
18
年
６
月
１
日（
木
）〜

　
平
成
18
年
６
月
19
日（
月
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
―
２
６
１
―
１
９
０
７

　
保
健
福
祉
部
高
齢
福
祉
課

☎
０
５
５
―
２
６
１
―
１
９
０
２

善
意
の
ご
寄
付

　
宮
澤
　
吉
信
　
様（南

ア
ル
プ
ス
市
）
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